








　自分で歩いた距離をカードに記録
しておき、カード1枚達成するとオ
リジナルグッズなど景品と交換でき
ます。28㎞（カード1枚）歩いたこ
とで「幕下」になり、12枚（336㎞）
で横綱となります。湯の道カードを
活用してみませんか。
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別府区　　　瀬川　光雄さん
別府区　　　瀬川　久江さん
県区　　　　関嶋　　洋さん
常田区　　　土屋いづみさん
下八重原区　田丸　賢一さん　他

計７名の方が達成されました。

　平成30年度健康マイレージ事業「ずくだすポイントキャンペー
ン」には、延べ1,398名がポイント達成し、ダブルチャンス抽選
に参加されました。抽選の結果、10名に景品（道の駅野菜購入
補助券、アクティブセンター利用券、満点リブカード各々 5,000
円分）が手渡されました。

清水　京子さん
（片羽区）
ウォーキングをす
ると気持ちも明る
くなります。
※市報掲載の了解を得られた方の中から3名を掲載させていただきました。

土屋いづみさん
（常田区）
自分の記録として
励みになっていま
す。

小林　末男さん
（リードリーくらかけ区）
運動をしようとす
る動機づけになり
ます。
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●問い合わせ先　健康保健課　健康増進係　☎64 －8883

■キャンペーン期間
　令和元年（2019 年）5月 7日から
　令和2年（2020 年）3月末まで
　ダブルチャンスの締切は３月 19 日（木）まで
■対象者　市内在住の 16歳以上の方
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　今年度で６年目となる「ずくだすポイントキャンペーン」は人間ドックや各種検診の受診、ウォーキングなどによ
りポイントが貯まり15ポイントでオリジナルグッズなど景品と交換することができます。年度末3月のダブルチャン
ス抽選の当選者にも景品があります。今年度はがん検診について複数の検診を対象としまし
た。また、新たな景品に、道の駅雷電くるみの里の野菜購入補助券をご用意しました。
　少し「ずく」を出して楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。

■ずくだすカード・
　湯の道カードの受け取り場所
●総合福祉センター●第一体育館●中央公民館●滋野
コミュニティセンター●祢津公民館●和コミュニティセ
ンター●北御牧公民館●（公財）身体教育医学研究所●
市内公共日帰り温泉施設●アクティブセンター●市内医
療機関（健康診査・がん検診を受けた方のみ）●市内歯
科医療機関（歯周病検診を受けた方のみ）●海野マレッ
トゴルフ場（11月末まで）●道の駅雷電くるみの里●湯
の丸高原ビジターセンター（11月末まで）●市役所本庁
舎（カード配布のみ）●図書館●子育て支援センター
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市
で
は
、
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
長
が
市
民
団
体
や
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
と
直
接
語
り
合
う
「
市

長
と
語
る
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
開
催
さ
れ
た
２
回
の
車
座
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
様
子
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
第
1
回

テ
ー
マ
「
市
民
病
院
に
つ
い
て
」

日　

時
：
平
成
30
年
10
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

参
加
者
：
東
御
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

の
皆
さ
ま
20
名

概　

要
：
市
民
病
院
の
今
後
の
見
通
し
や
、

近
隣
医
療
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
母
子
保
健
業
務
を
担
当
す
る

健
康
保
健
課
保
健
係
の
窓
口
が
あ
る
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
に
、「
母
子
相
談
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
妊
娠
届
の
受
け
付
け
と

母
子
手
帳
の
交
付
の
際
な
ど
の
手
続
き
や

出
産
に
向
け
て
の
相
談
を
窓
口
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
相
談
室
で
、
落
ち
着
い
て
お
話
し
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子
さ

ま
連
れ
で
も
安
心
し
て
お
越
し
い
た
だ
け

る
よ
う
、
子
ど
も
用
の
テ
ー
ブ
ル
や
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
悩
み
は
デ
リ
ケ

ー
ト
な
も
の
。「
急

に
相
談
し
た
い
。」

「
じ
っ
く
り
話
を

聞
い
て
欲
し
い
。」
と
い
う
こ
と
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
女
性
特
有
の
病
気
や
不
妊
、
予

期
せ
ぬ
妊
娠
、
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
な
ど
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
迷
わ
れ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
、
お
気
軽
に
保
健
師
ま

で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
母
子
相
談
室
で

お
話
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
の
保
健
セ

ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午
前
中
に

「
母
と
子
の
健
康
相
談
」
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
医
師
や
発
達
相
談
員
等
に
よ
る
予

約
制
の
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
第
2
回

テ
ー
マ
「
市
長
が
考
え
る
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
」

日　

時
：
平
成
30
年
11
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
11
時
30
分

参
加
者
：
東
御
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
の
皆
さ
ま
６
名

概　

要
：
災
害
時
に
お
け
る
女
性
市
民
の

役
割
や
、
行
政
自
ら
が
男
女
共

同
参
画
を
実
践
す
る
た
め
の
市

職
員
の
働
き
方
改
革
等
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

※
当
日
の
概
要
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

市
長
と
語
る

車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
結
果

よ
う
こ
そ「
母
子
相
談
室
」へ

母
子
と
女
性
と
ご
家
族
の
健
康
を
包
括
的
に
支
援
し
ま
す

平成30年度

●
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64

－

５
８
９
３

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
保
健
課
　
保
健
係

　
☎
64

－

８
８
８
２
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市
で
は
、
平
成
28
年
度
決
算
か
ら
「
統

一
的
な
基
準
」
に
基
づ
き
財
務
書
類
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

財
務
書
類
は
、
下
表
の
と
お
り
貸
借
対

照
表
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変

動
計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
の
４
表
で

作
成
し
、
一
般
会
計
、
地
域
改
善
地
区
住

宅
改
修
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
で
構

成
さ
れ
る
一
般
会
計
等
財
務
書
類
の
ほ
か
、

一
般
会
計
等
財
務
書
類
に
病
院
や
水
道
事

業
等
の
公
営
企
業
会
計
を
含
め
た
全
体
財

務
書
類
、
全
体
財
務
書
類
に
上
田
地
域
広

域
連
合
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
連
合
・
一

部
事
務
組
合
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等
で
あ
る

信
州
東
御
市
振
興
公
社
を
含
め
た
連
結
財

務
書
類
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
等
財
務
書
類
で
資
産
の
状
況

を
比
較
す
る
と
、
住
民
一
人
あ
た
り
の
資

産
額
は
2
0
0
万
円
で
、
類
似
団
体
平
均

値
は
2
5
6
万
円
で
し
た
。
類
似
団
体
と

比
較
し
て
資
産
が
少
な
い
要
因
は
、
市
町

村
合
併
に
よ
り
統
合
ま
た
は
、
廃
止
し
た

施
設
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

負
債
の
状
況
を
比
較
す
る
と
、
住
民
一

公
会
計
の
統
一
的
な
基
準
に
よ
る

財
務
書
類
を
公
表
し
ま
す

平
成
29
年
度
決
算

人
あ
た
り
の
負
債
額
は
73
・
8
万
円
で
、

類
似
団
体
平
均
は
、
73
・
2
万
円
で
し
た
。

負
債
額
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
今
後
も
、

地
方
債
の
繰
上
償
還
を
行
い
負
債
額
を
減

ら
す
な
ど
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

統
一
的
な
基
準
に
よ
る
類
似

団
体
と
の
比
較
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
財
政
係
　
☎
64

－

５
９
０
１

財務書類（平成29年度）

連結貸借対照表連結行政コスト計算書

連結純資産変動計算書全体資金収支計算書

　保有している資産と負債などを対照表示した一覧表
です。負債・純資産は、資産を取得するための資金の
調達手段になります。

　１年間の行政サービスにどれだけの費用がかかった
かを表しています。

　連結貸借対照表の純資産の₁年間の変動額を表して
います。

　現金ベースでの１年間の資金の流れ・収支を、その
性質に応じて表しています。

経常行政コスト（A）	 270億8,700万円
経常収益コスト（B）	 59億9,200万円
純経常行政コスト（A）−（B）	 210億9,500万円
臨時損失・利益	 1億1,700万円
純行政コスト	 212億1,200万円

期首（28年度末）資金残高	 21億6,800万円
当期収支	 5億2,200万円
歳計外現金残高	 1億4,000万円
期末（29年度末）資金残高	 28億3,000万円

期首（28年度末）純資産残高	 511億8,100万円
当期収支	 △41億4,300万円
期末（29年度末）純資産残高	 470億3,900万円

※10万円単位で四捨五入しているため、金額が一致しない事項があります。
※資金収支計算書については、連結ではなく全体資金収支計算書を作成することとしています。

連結
東御市の連結範囲

全体

◦広域連合・一部事務組合等
◦第三セクター等

◦病院事業会計、水道事業会計　他

一般会計等
◦一般会計
◦地域改善地区住宅改修資金等貸付事業特別会計

負　債
（将来世代の負担）
489億2,200万円

純資産
（現在までの世代負担）
470億3,900万円

資　産
（道路、学校、下水道など）

959億6,100万円
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地域づくり活動補助金事業
　市では、地域の活性化と協働のまちづくりの推進を図るため、区やその他公共的
団体が自ら考え、行動を起こす地域づくり活動に対して補助金を交付しています。
平成 30 年度は、９団体がこの補助金を活用しました。

●問い合わせ先　地域づくり・移住定住支援室　☎71 －6790

元気な地域を
応援します！

　弁天様公園（弁天池）にある丸太
橋や安全柵の修繕や遊歩道の整備
を行いました。

　東御市オリジナルデザインの婚
姻届を作成しデザインを市へ提案し
ました。

　森の中での絵本の読み聞かせの
魅力や大切さを学ぶイベントを開催
しました。

　地元出身の学生たちが、企画か
ら運営を行い、自然と音楽で地域
交流するイベントを開催しました。

　摂食障がいについて、共に考え正
しい理解を深めるための講演会を
開催しました。

　地域への浸透と次代への継承を
目的とし「子ども木遣り連」を創設
するため必要な装束等を購入しまし
た。

　海野宿にぎわい夏祭りと併せ東
京フィルハーモニー交響楽団メン
バーを招きコンサートを開催しまし
た。

　御牧ヶ原にある「ため池」の呼称
や所在地、歴史等をまとめた「御
牧ヶ原ため池ガイドマップ」を作成
しました。

　明神池周辺をランニング場とし
てPRするため「ベアフット・ランニ
ング」の講演会を講師を招き開催し
芸術むら公園の魅力アップにつなげ
ました。

原口区

長野県東御清翔高等学校
（東御市オリジナル婚姻届

作成プロジェクト実行委員会）

東御の子どもの元気な
育ちを支えるネットワーク

しげの里づくりの会

摂食障害自助グループ
「パステル・ポコ」

田沢木遣り保存会

海野宿保存会御牧ふれあいの郷づくり
協議会

八重原プロジェクト
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情 報 コ ー ナ ー

①29日午前０時～午後９時の間に、15分間からだを動かす。
　ラジオ体操、ウォーキング、各種スポーツ、買い物など、内容は問いません。

②29日午後９時30分までに必ず「15分間運動しました！」と報告する。
　報告は、電話、FAX、電子メールでOKです。

※午後９時30分以降の報告は無効になります。ご注意ください。

　／チャレンジデー東御市実行委員会　文化・スポーツ振興課　スポーツ係　
　　☎75－1455　Ⓕ63－5431　　bunka-sports@city. tomi.nagano.jp

❖チャレンジデーとは
　５月最終水曜日の午前０時～午後９時の間に、15分以上続けて運
動やスポーツを行なった人の参加率を競う、全国規模の住民参加型
スポーツイベントです。年齢・性別を問わず、誰もが気軽に参加で
きます。
　対戦相手は、人口規模がほぼ同じ自治体が選ばれます。

当日お願いしたいのは、この２つ！

市民全員参加で盛り上がりましょう！

❖今年の対戦相手
　青森県  藤

ふじさきまち

崎町（参加12回目）

湯の丸高原でウォーキング教室を開催！
❖集合時間　午前10時　
❖集合場所　湯の丸高原第一駐車場
❖内　　容　湯の丸高原のトレイルランニングコースを歩きます。
❖参 加 費　保険料として一人100円
❖送迎バス　ご利用希望の方は、健康増進係（☎64－8883）へ
　　　　　　お申し込みください。（先着順）
　　　　　　バス出発時間・場所　午前９時30分　武道館前駐車場
　　　　　　バス帰着時間　正午頃
※天候により中央公園で実施または中止となる場合があります。

❖当日のイベント
　午前６時30分～　早朝スロージョギング（東御中央公園）
　午前８時～　チャレンジとうみ15分体操（市役所前市民交流広場）
　午前９時～　気楽にボッチャ体験（道の駅雷電くるみの里）
　午前10時～　親子運動遊び（東部子育て支援センター）
　午前10時～　湯の丸高原でウォーキング教室（湯の丸第一駐車場）
　　　　　　　※詳細は下記のとおり
　午後６時30分～　ひろみちおにいさん体操教室（第一体育館）

５月29日(水)開催！

➡

佐さ
と
う藤

　
弘ひ

ろ
み
ち道

さ
ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

10
代
目
た
い
そ
う
の
お
に
い
さ
ん

問

☎…電話　Ⓕ…FAX　　…Ｅメール　 HP …市ホームページ

●参加費、申し込み等は、必要な場合のみ記載しています。
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❖
内
容
　
高
齢
や
障
が
い
の
た
め
布
団
干
し

等
の
寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方
へ

の
布
団
の
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス

❖
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
の
項
目
に
該
当
し
、

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

・
70
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
方

・
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
お
よ
び
身
体

に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

❖
布
団
の
種
類
　
掛
け
・
敷
き
布
団
、
毛
布

※
お
一
人
様
２
枚
ま
で
。
種
類
に
よ
っ
て
は

お
受
け
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
可
能
な
方
は
、
白
い
布
に
氏
名
等
を
記
入

し
布
団
に
縫
い
付
け
て
く
だ
さ
い
。

❖
回
収
日
　
６
月
５
日（
水
）、 

６
日（
木
）

❖
配
達
日
　
６
月
12
日（
水
）、13
日（
木
）

❖
料
金
　
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
１
割
、

そ
の
他
の
方
は
２
割
負
担
で
す
。
（
割
引

後
、
１
枚
あ
た
り
90
円
か
ら
760
円
程
度
の

負
担
と
な
り
ま
す
。
）

❖
申
込
期
限
　
５
月
22
日
（
水
）

　
と
う
み
花
の
種
銀
行
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
花
の
種
を
貸
し
出
し
ま
す
。
借
り
た
方

は
そ
の
種
を
蒔
き
、
花
を
楽
し
ん
だ
後
に
種

を
収
穫
し
、
借
り
た
分
の
種
に
加
え
利
子
分

の
種
を
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、

返
却
・
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
花
の
種
を
、

次
の
貸
し
出
し
に
活
用
し
て
い
く
銀
行
で
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
の
花
の
種
の
提
供
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
分
け
て
も
よ
い

種
を
お
持
ち
の
方
は
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
貸
出
方
法
等

①
花
の
種
を
借
り
た
い
方
は
、初
回
に
花
の

種
の
口
座
を
開
設
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
種
蒔
き
か
ら
種
の
収
穫
ま
で
に
必
要
な

作
業
（
水
や
り
、
除
草
、
施
肥
、
種
採

取
等
）
は
、
す
べ
て
口
座
開
設
者
が
責

任
を
持
っ
て
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
必
要
に
応
じ
、
栽
培
状
況
の
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❖
貸
し
出
し
て
い
る
種
（
一
部
）

　
サ
ル
ビ
ア
、
ケ
イ
ト
ウ
、
ア
サ
ガ
オ
、
ヘ

チ
マ
な
ど

　
大
規
模
地
震
な
ど
緊
急
事
態
の
発
生
に
備

え
、
次
の
と
お
り
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）
に
よ
る
情
報
伝
達
試
験

を
行
い
ま
す
。
試
験
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
と
メ

ー
ル
配
信
＠
と
う
み
（
登
録
制
メ
ー
ル
）
に

よ
り
情
報
の
配
信
を
行
い
ま
す
。

❖
日
時
　
５
月
15
日
（
水
）
午
前
11
時
頃

❖
試
験
内
容

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
対
処
に
時
間
的
余
裕

の
な
い
事
態
に
関
す
る
情
報
（
国
民
保
護

情
報
な
ど
）
を
、
国
か
ら
市
民
ま
で
瞬
時

に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
国
が
人
工

衛
星
を
用
い
て
情
報
を
送
信
し
、
市
の
放

送
媒
体
等
を
自
動
で
起
動
さ
せ
る
も
の
で

す
。

❖
文ぶ

ん
し
ょ
か
ん

書
館
と
は

　
昨
年
４
月
に
開
館
し
た
東
御
市
文
書
館

は
、
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

開
館
し
て
い
ま
す
。
北
御
牧
庁
舎
３
階
に

設
置
さ
れ
、
市
が
保
管
す
る
古
文
書
・
歴

史
的
公
文
書
な
ど
を
分
類
・
整
理
し
て
お

り
、
一
部
公
開
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

文
化
財
展
示
室
に
は
市
内
出
土
の
土
器
・

石
器
な
ど
を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

❖
古こ

も
ん
じ
ょ

文
書
等
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
個
人
や
団
体
等
で
保
管
し
て
い
る
古
文

書
や
貴
重
な
資
料
に
つ
い
て
、
管
理
方
法

や
解
読
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

古
文
書
が
焼
却
・
廃
棄
処
分
さ
れ
た
り
、

市
内
の
元
庄
屋
文
書
な
ど
が
市
外
の
博
物

館
や
大
学
な
ど
に
寄
贈
さ
れ
た
事
例
が
多

く
あ
り
ま
す
。
市
の
歴
史
や
暮
ら
し
ぶ
り

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
古
文
書
や

歴
史
資
料
を
こ
れ
以
上
失
わ
せ
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防災ラジオ

　市が各世帯に貸与している防災ラジオ
を強制的に起動し、放送します。
【放送内容】
「これは、Ｊアラートのテストです。」
　　　　　　　　　　（３回繰り返し）

メール配信
＠とうみ

　登録している携帯電話に情報が送信さ
れます。
【送信内容】
「これは、Ｊアラートのテストです。」
※メールの登録（防災情報を選択）して
　いる方のみ

布
団
の
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス

と
う
み
花
の
種
銀
行

お
知
ら
せ

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す

東
御
市
文
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
／
建
設
課
　
都
市
計
画
係
　
　

☎
64
︱
５
９
１
４

　
　
・
問
／
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
係

　
☎
62
︱
４
４
５
５

申
込

問
／
総
務
課
　
総
務
係
　
☎
64
︱
５
８
７
６

問
／
東
御
市
文
書
館
　
　
☎
67
︱
３
３
１
２

　
　
教
育
課
　
文
化
財
係
　☎

75
︱
２
７
１
７
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書
、
預
金
通
帳
、
医
療
費
受
給
者
証
、

社
員
証
、
学
生
証
等
の
う
ち
２
種
類

※
写
真
は
不
要
（
当
日
撮
影
し
ま
す
）

❖
交
付
手
数
料
　
無
料
（
再
交
付
は
有
料
）

❖
協
力
動
物
病
院

病　院　名 住　所 電話番号
いなみつ動物病院 上田市住吉 ☎26－1732
あきやま動物病院 上田市上田 ☎26－6610
アークペットクリニック 上田市中之条 ☎23－6750
上田犬猫病院 上田市常田 ☎22－1466
近藤動物病院 上田市下丸子 ☎41－1522
はせがわ獣医科病院 上田市常田 ☎22－3360
ポウ動物病院 上田市常田 ☎23－6910
まるこ動物病院 上田市長瀬 ☎42－7630
リーフ動物病院 上田市上田原 ☎75－7830
ロゴス動物病院 上田市神畑 ☎27―6236

❖
申
込
方
法
　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
生
活
環
境
課
窓
口
で「
犬
・
猫
の
不
妊

手
術
助
成
金
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

❖
助
成
対
象

　
①
上
小
地
域
の
住
民
が
飼
育
す
る
犬
と
猫

②
犬
は
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済

ん
で
い
る
こ
と

※
原
則
と
し
て
一
世
帯
１
頭
の
み
と
し
ま
す
。

❖
助
成
金
額
　
１
頭
に
つ
き
　

　
メ
ス
　
５
０
０
０
円
　
オ
ス
　
３
５
０
０
円

❖
申
込
開
始
　
６
月
３
日
（
月
）
（
定
数
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

❖
担
当
獣
医
師
　
上
小
地
域
の
協
力
動
物
病
院

に
広
く
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内

容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
行
政
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
を
し
て

い
ま
す
。

❖
主
任
児
童
委
員
と
は

　
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専

❖
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
の
制
度
は
大
正
６
年
５
月
12

日
に
誕
生
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
市
内
の
81
名
が
社
会
奉
仕
の
精
神
の

も
と
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
活

上
の
悩
み
や
心
配
事
な
ど
の
地
域
の
相
談

❖
受
付
日
　
５
月
26
日
（
日
）

❖
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

❖
場
所
　
市
役
所
本
館
　
市
民
係
窓
口

❖
持
ち
物
　
①
ま
た
は
②
　

①
最
新
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
兼
電
子
証
明
発
行
申
請
書
」
（
通
知

カ
ー
ド
の
下
に
添
付
の
も
の
）

②
本
人
確
認
書
類

　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ

ー
ド
等
の
う
ち
１
種
類
　

右
記
が
無
い
場
合

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証

門
に
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
、

学
校
や
行
政
機
関
と
連
携
し
て
問
題
の
解

決
に
努
め
て
い
ま
す
。

❖
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
、
担
当
委

員
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
委
員
は
、
相
談

内
容
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
１
本
の
お
電
話
で
救
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
か
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
児
童
相

談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

☎
１い

ち

８は
や

９く

入
し
、
動
物
病
院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
か
ら
２
カ
月
以
内
に
手
術
を
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
５
月
29
日
（
水
）
　

　
午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
（
１
人
30
分
４
名
ま
で
）

❖
場
所
　
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　

相
談
室

❖
対
象
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
の
方

❖
内
容
　
Ｄ
Ｖ
、
結
婚
・
離
婚
、
隣
人
と
の

ト
ラ
ブ
ル
等
、
法
律
相
談
に
関
す
る
こ
と

※
弁
護
士
が
す
で
に
受
任
し
て
い
る
依
頼
者

の
相
手
方
か
ら
相
談
を
受
け
た
場
合
に
は
、

相
談
を
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

❖
申
し
込
み
　
必
ず
左
記
へ
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
︵
２
０
１
９
年
度
︶

犬
猫
の
繁
殖
制
限
事
業

５
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

休
日
申
請
の
お
知
ら
せ

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
で
す

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

　
　
・
問
／
人
権
同
和
政
策
課

　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
係

　
☎
64
︱
５
９
０
２

　
　
・
問
／
生
活
環
境
課
　
生
活
安
全
係
　

☎
64
︱
５
８
９
６

問
／
長
野
県
動
物
愛
護
会
上
小
支
部

☎
25
︱
７
１
５
３

問
／
福
祉
課
　
福
祉
推
進
係
　
☎
64
︱
８
８
８
８

問
／
福
祉
課
　
福
祉
援
護
係
　
☎
64
︱
８
８
８
８

問
／
市
民
課
　
市
民
係
　
☎
75
︱
２
０
０
７

申
込

申
込
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予約先　JA信州うえだ　
◦滋野店　　　　　　　　☎62－0403
◦東部営農センター　　　☎62－3322
◦和　店　　　　　　　　☎62－0202

作業者連絡先（お近くの方にご依頼ください）
◦小

こばやし

林　俊
としひろ

洋  氏（新　張）　☎63－7605
◦柳

やなぎばし

橋　琢
たくお

夫  氏（西　宮）　☎64－2003
◦荻

おぎはら

原　一
かずのり

徳  氏（曽　根）　☎64－3661
◦鳴

なるさわ

沢　勇
ゆうじ

次  氏（下八重原）☎67－3541

❖防除方法
　⑴　荒廃地や管理が行き届かない樹木で、被害が予想されるも

のは、できるだけ伐採するよう心がけましょう。（公共用
地の樹木は市で対応しますので、被害状況をご連絡くださ
い。）

　⑵　発生直後（発生から２週間程度まで）のアメリカシロヒト
リ（略称：アメシロ）は、集団で固まっているので移動し
ません。この時期に発生したものは枝ごと切り落とし、焼
くか踏みつぶします。

　⑶　アメシロが樹木全体に分散してしまった場合は、動力噴霧
器等を利用して、殺虫剤を散布します。

❖防除に対する支援措置
　⑴　アメシロ防除用機械の無料貸し出し
　　　殺虫剤散布にあたり、機械を用意できない方には動力噴霧

器を貸し出します。
　　　右記の場所へ配備してありますので、事前に予約をしてご

利用ください。
　⑵　殺虫剤散布作業者（有料）の紹介

　　自分で散布作業が実施できない方は、右記の方へ作業を直
接依頼してください。

　　作業にあたっては、近隣の土地所有者の承諾を得ていただ
くとともに、薬剤散布を行う樹木へは、必ず赤テープ等で目
印をお願いします。

※散布を行う場合は、事前に周辺住民に、散布目的、日時、農
薬の種類、散布者名（連絡先）などを周知しましょう。特に
近くに学校・保育園などやその通学通園路がある場合は、学
校や保護者へも周知しましょう。

　⑶　被害樹木の伐採を支援します
　　被害樹木を伐採する場合は、事前に下記へお問い合わせく

ださい。

　／農林課　農政係　☎64－5894　Ⓕ64－5881

　
商
品
（
農
産
品
も
含
む
）
の
取
り
引
き
ま

た
は
各
種
の
証
明
行
為
に
使
用
す
る
「
は
か

り
」
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
は
、
２
年
に
１
回

の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
年
は
左
記
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
「
は
か
り
」
を
持
参
し
必
ず
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。な
お
、検
査
は
手
数
料（
検

査
代
金
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

❖
実
施
時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
３
時

❖
検
査
料
　
１
台
に
つ
き

　
５
０
０
円
～
２
６
０
０
円

❖
検
査
対
象
は
か
り
の
例

＊
取
引
に
使
用
す
る
も
の
　
商
品
（
農
産
物

を
含
む
。
）
の
出
荷
販
売
、
運
送
保
管
業

務
、
薬
局
で
の
医
薬
品
の
調
剤
等
の
計
量

に
使
用
す
る
「
は
か
り
」

＊
証
明
に
使
用
す
る
も
の
　
官
公
庁
、
学
校
、

保
育
所
、
幼
稚
園
等
に
お
け
る
体
重
測
定
、

医
療
機
関
等
に
お
け
る
健
康
診
断
ま
た
は

診
断
書
発
行
等
の
計
量
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」

実
施
日

対
象
地
区

実
施
場
所

５
月
30
日
㈭

田
中
地
区

滋
野
地
区

中
央
公
民
館

５
月
31
日
㈮

祢
津
地
区

和
地
区

総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

　（「
分
銅
」を
用
い
る「
は
か
り
」の
場
合
は

「
分
銅
」を
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

市全域でアメリカシロヒトリの撲滅を！

取
引
・
証
明
用「
は
か
り
」の
定
期
検
査

問
／
商
工
観
光
課
　
商
工
労
政
係

　
　
☎
64
︱
５
８
９
５

問

（2019年5月）市報とうみ 12



情 報 コ ー ナ ー

・
美
背
中
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン

　
（
先
着
25
名
、
入
替
に
よ
り
２
回
実
施
）

＊
助
産
所
と
う
み
、
駐
車
場

・
施
設
見
学
、
パ
ネ
ル
展
示

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
飲
食
物
販
売

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
内
容
は
当
日
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
５
月
26
日
（
日
）
は
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の

お
風
呂
は
、
終
日
休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

❖
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
３
階
講
堂
、

２
階
い
き
い
き
ル
ー
ム
）、助
産
所
と
う
み

❖
内
容

＊
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
10
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

・
キ
ッ
ズ
フ
ラ
、
バ
レ
エ

・
サ
ブ
ニ
ュ
マ（
ア
フ
リ
カ
ン
太
鼓
＆
ダ
ン
ス
）

・
い
の
ち
の
お
話
、
お
産
劇

・
似
顔
絵
、
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
、
キ
ッ
ズ
ネ

イ
ル
、
手
形
ア
ー
ト
、
鍼
灸

・
マ
マ
た
ち
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

︽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
︾

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぬ
り
え
バ
ッ
グ
作
り

　
（
先
着
20
名
）

❖
日
時
　
５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

❖
日
時
　
５
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

❖
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
　
講
堂

❖
演
題
　
「
お
ら
ほ
の
地
区
の
健
康
状
況
に

　
　
　
　
つ
い
て
」

❖
講
師
　
（
公
財
）
身
体
教
育
医
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
岡お

か
だ田

　
真し

ん
ぺ
い平 

氏

❖
そ
の
他
　
駐
車
場
は
武
道
館
等
周
辺
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
民
病
院
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
保
健
補
導
員
の
全
体
研

修
会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

❖
日
時
　
５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
（
受
付
開
始
午
前
９
時
30
分
）

❖
集
合
場
所
　
東
御
の
森
（
奈
良
原
市
有
林
）

　
中
部
電
力
塩
沢
第
二
発
電
所
前
の
広
場

　（
新
張
県
道
94
号
線
沿
い
・
駐
車
場
あ
り
）

❖
内
容
　
森
の
散
策
を
し
な
が
ら
、
樹
木
や

野
鳥
の
観
察
を
し
ま
す
。
自
然
環
境
調
査

員
が
同
行
し
ま
す
。 

❖
服
装
等
　
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
歩
き
や
す

い
靴
、
帽
子
、
飲
み
物 

❖
雨
天
時
　
中
央
公
民
館
学
習
室
に
て
講
座

開
催 

（
テ
ー
マ
：
「
東
御
の
森
」
の
樹

木
や
野
鳥
） 

❖
定
員
　
10
名
（
先
着
順
） 

❖
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

❖
申
込
期
限
　
５
月
22
日
（
水
）

❖
貸
出
対
象
　
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
消
防
団
な
ど

の
地
域
社
会
活
動
を
行
う
団
体
　
※
個
人

へ
の
貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

❖
貸
出
備
品
　
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

　
２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者

４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
６
月
１
日
時
点

で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
国
内
に
お
け
る
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
、
国
内
お
よ
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）に

使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工業統計
キャラクター
コウちゃん

ダ
ン
プ
式
、
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
、
ウ
ッ
ド
チ

ッ
パ
ー
自
走
式
、
刈
払
機
、
脚
立
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
、
高
枝
切
機
（
エ
ン
ジ
ン
式
）
、

高
枝
バ
サ
ミ
、
小
型
一
輪
車
、
小
型
管
理

機
、
土
木
用
鉄
レ
イ
キ
、
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン

プ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ア
ン
プ

❖
そ
の
他

＊
貸
出
備
品
を
利
用
で
き
る
区
域
は
、
市
内

と
な
り
ま
す
。

＊
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、
機
械
類
等
の
燃

料
は
使
用
団
体
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
貸
出
備
品
や
手
続
き
の
流
れ
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

地
域
社
会
活
動
に

備
品
を
貸
し
出
し
ま
す

森
林
環
境
イ
ベ
ン
ト

東
御
の
森
で
、
自
然
を
感
じ
よ
う

催
し

第
１
回
健
康
づ
く
り
講
演
会

助
産
所
と
う
み
開
設
10
周
年
感
謝
祭

HP

工
業
統
計
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

問
／
助
産
所
と
う
み
　
　
☎
62
︱
０
１
６
８

問
／
健
康
保
健
課
　
健
康
増
進
係

　
☎
64
︱
８
８
８
３

　
　
・
問
／
農
林
課
　
耕
地
林
務
係

　
☎
64
︱
５
８
９
８

申
込

　
　
・
問
／
地
域
づ
く
り
・
移
住
定
住
支
援
室

　
☎
71
︱
６
７
９
０

申
込

問
／
企
画
振
興
課
　
広
報
統
計
係
　

☎
64
︱
５
８
０
６

市ホームページ
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❖
入
会
条
件
　
上
越
市
名
立
区
と
交
流
を
希

望
す
る
方

❖
入
会
特
典
　
「
う
み
て
ら
す
名
立
」
で
割

引
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

❖
日
時
　
５
月
25
日
（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
10
時
30
分

❖
場
所
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
通
り
沿
線

　（
集
合
　
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
東
側
駐
車
場
）

❖
作
業
内
容
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
通
り
沿
線

の
ご
み
拾
い

❖
そ
の
他
　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

❖
期
間
　
５
月
下
旬
～

❖
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
原
則
）

❖
作
業
内
容
　

＊
東
御
市
特
産
の
巨
峰
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ

ッ
ト
な
ど
の
房
切
り
、
摘
粒
、
袋
掛
け

＊
り
ん
ご
の
摘
果
、
葉
摘
み
等

＊
そ
の
他
の
農
作
業

※
ぶ
ど
う
関
係
は
講
習
会
受
講
後
か
ら
お
手

伝
い
に
入
り
ま
す
。

❖
対
象
　
元
気
で
お
手
伝
い
を
で
き
る
方

　
経
験
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

❖
申
込
期
限
　
５
月
15
日
（
水
）

❖
そ
の
他
　
労
賃
や
希
望
実
施
期
間
等
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❖
活
動
内
容
　
後
世
に
残
し
た
い
、
東
御
市

な
ら
で
は
の
食
と
農
に
関
す
る
文
化
や
歴

史
を
ま
と
め
て
「
食
の
風
土
記
」
を
編
纂

す
る
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❖
活
動
期
間
　
５
月
頃
か
ら
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
２
月
ま
で

❖
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の

方
で
、
右
記
の
活
動
に
参
加
で
き
る
方

❖
会
費
　
１
０
０
０
円
程
度

❖
応
募
方
法
　
任
意
の
用
紙
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
希
望
動
機
お
よ
び
食
文
化
に

つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
記
入
し
、
左

記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
送
可
）

❖
応
募
期
限
　
５
月
15
日
（
水
）
正
午

❖
そ
の
他
　
こ
の
事
業
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）
は
、
宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
受
託

事
業
収
入
を
財
源
に
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
と
広
報
を
目
的
と
す
る
事
業
で
す
。

❖
開
催
日
　
５
月
25
日
（
土
）

＊
東
部
地
区
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
集
合
場
所
　
海
野
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
駐

　
　
　
　
　
車
場

　
実
習
場
所
　
千
曲
川
右
岸
河
川
敷

＊
北
御
牧
地
区
　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

　
集
合
場
所
　
北
御
牧
庁
舎
立
体
駐
車
場

　
実
習
場
所
　
鹿
曲
川
左
岸
河
川
敷

❖
研
修
内
容
　

　
講
習
　
「
ア
レ
チ
ウ
リ
の
生
態
と
駆
除
の

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
」

　
講
師
　
上
田
地
域
振
興
局
環
境
課
職
員

　
実
習
　
抜
き
取
り
等
に
よ
る
駆
除

❖
服
装
　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
帽
子

　
（
ゴ
ム
軍
手
は
、
市
で
用
意
し
ま
す
）

❖
持
ち
物
　
鎌
、
飲
み
物
、
状
況
に
よ
り
雨

具
（
小
雨
決
行
）

＊
温
浴
プ
ー
ル
施
設
「
ゆ
ら
ら
」
の
利
用
料

　
半
額

＊
宿
泊
施
設
「
光
鱗
」
の
宿
泊
料
10
％
引
き

❖
年
会
費
　
１
０
０
０
円

❖
申
込
期
限
　
５
月
31
日
（
金
）

上
越
市
名な

だ
ち立

区
と
の
交
流
会
員
募
集

緑
の
サ
ポ
ー
タ
ー
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
通
り
美
化
作
業
参
加
募
集

と
う
み
食
の
風
土
記
編
纂さ

ん

委
員
会

会
員
募
集

農
作
業
の
お
手
伝
い
さ
ん
募
集

募
集

ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
研
修
会

講
座
・
教
室

　
　
・
問
／
北
御
牧
・
名
立
友
好
協
会

　
　
　
　
地
域
づ
く
り
・
移
住
定
住
支
援
室

☎
71
︱
６
７
９
０

申
込

問
／
建
設
課
　
都
市
計
画
係
　
　

☎
64
︱
５
９
１
４

　
　
・
問
／
東
御
市
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
別
館
２
階
）
☎
64
︱
５
８
８
７

申
込

　
　
・
問
／
と
う
み
食
の
風
土
記
編
纂
委
員
会

　
　
　
　
　
健
康
保
健
課
　
保
健
係

☎
64
︱
８
８
８
２

Ⓕ
64
︱
８
８
８
０

応
募

問
／
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係
　
　

☎
64
︱
５
８
９
６
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❖場　　所　中央公民館１階　調理室
❖時　　間　午前９時～午後１時
❖定　　員　30名（先着順）
❖講　　師　東御市食生活改善推進協議会のみな

さん
❖受  講  料　3,500円（すべての材料費を含む）
　　　　　　※第１回目にご持参ください。
❖申し込み　５月７日（火）午前８時30分より受

け付けますので、下記へ電話または
FAXでお申し込みください。

※材料の都合により、献立が変更になる場合があります。

　　　　／生涯学習課　社会教育・公民館係
　　　　　☎64－5885　Ⓕ64－5610

❖
日
時
　
５
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

❖
集
合
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

❖
内
容
　
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
効
果
的
な
歩
き

方
を
学
び
ま
す
。

❖
講
師
　（
公
財
）身
体
教
育
医
学
研
究
所
指
導
員

❖
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
お
茶

等
、
帽
子
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
ポ
ー
ル

（
お
持
ち
の
方
）
、
ず
く
だ
す
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
）

❖
参
加
費
　
１
０
０
円
（
保
険
代
）

　
下
水
道
の
宅
内
工
事
資
金
ま
た
は
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
工
事
資
金
を
金
融
機
関
か

ら
借
入
れ
て
行
う
場
合
に
、
利
子
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
市
が
補
給
す
る
制
度
で
す
。

❖
対
象
金
額
　
借
入
金
額
が
30
万
円
以
上

１
０
０
万
円
ま
で

❖
補
給
期
間
　
最
高
60
カ
月
（
５
年
）

❖
率
　
支
払
う
利
息
の
う
ち
3.50
％
（
市
補
給

限
度
額
10
万
円
）
ま
で

開催日 献　　立

第１回
６月５日（水）

紫米の簡単お寿司
ロールキャベツのトマト煮
すまし汁
黒ごまの和風ゼリー

第２回
８月７日（水）

湯ごねのおやき（３種類のあん）
手羽元のマーマレード煮焼野菜添え
ジャガイモのポタージュ
プチトマトのシロップづけ

第３回
10月２日（水）

白飯（はくはん）
ローストポーク、大豆の醤油煮
きのことねぎのホットサラダ
すりおろしれんこんとなめこのスープ
りんごと紅茶の炊飯器ケーキ

第４回
12月４日（水）

白飯（はくはん）
えびともち米の蒸し物
ぶりの照り焼き
けんちん汁
かきの白和え
醤油寒天

第５回
令和２年（2020年）
１月29日（水）

太巻きと蕎麦いなり
白菜の甘酢煮
やしょうま
菜の花のお吸い物

手作り料理教室　受講生募集

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

補
助
金

下
水
道
等
設
備
工
事
に
か
か
る
借
入

金
の
利
子
補
給
制
度

問
／
上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎
64
︱
５
８
７
４

問
／
健
康
保
健
課
　
健
康
増
進
係

　
☎
64
︱
８
８
８
３

　　・問申込

　／企画振興課　広報統計係　☎64－5806
　　とうみケーブルテレビ　☎67－2981
問

とうみケーブルテレビで放送中の
「ウィークリーとうみ」は、インター
ネット動画でもご覧いただけます。
（毎週金曜日更新）

Weekly!ウィークリーとうみ放送中！ 行政情報ラジオ番組はスマートフォン、
タブレット等でもお聴きいただけます

ウィークリーとうみ 検索

　／企画振興課　広報統計係　☎64－5806問

「FM＋＋（エフエムプラプラ）」のアプリをイン
ストール後、「はれラジ」を選択してください。

行政情報ラジオ番組は、はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHz で放送中です。

スマートフォン用アプリ
「FM++」
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情 報 コ ー ナ ー

○職種／一般曹候補生
○受付期間／５月１日（水）～15日（水）
○応募資格／各採用コースにより異なりますので、お問い

合わせください。
○採用試験／５月25日（土）（試験会場は受付時にお知ら
　　　　　　せします。)
●問／自衛隊長野地方協力本部　上田地域事務所（江口）
　　　☎22－5267

〇日時／５月21日（火）正午～26日（日）午後４時
　　　　（会期中は午前９時～午後５時）
〇場所／東御市文化会館　展示室
〇内容／日本の伝統文化として受け継がれてきた「書芸術」

漢字・かな・調和体作品などの部門で書風を異に
する会員６名が、日頃励んでいる書作品30点余り
を展示します。

〇出品者／山
やまぎし

岸鹿
かせい

聲、射
い て

手紅
こうえん

苑、高
たかぎ

木弘
ひろこ

子、土
つちや

屋睦
ぼくせん

泉
　　　　　箱

はこやま

山蘆
ろしゅう

舟、古
ふるかわ

川暉
あきひさ

久（展示順）
●問／香東会（射手）☎64－5733

　不動産取得税は、不動産（土地・家屋）を取得したとき
に、取得した方に納めていただく税金（県税）です。
　土地や家屋を購入された場合などは、所有権移転の登記
月から概ね４カ月後に、納税通知書をお送りしますので納
税をお願いします。
　住宅等を新築された場合は、通常、新築された翌年８月
頃に納税通知書をお送りします。（特例控除によって免税
点未満となり、納税通知書が送付されない場合もあります。）
　また、不動産を取得した場合は、不動産取得申告書の提
出をお願いします。
●問／長野県東信県税事務所課税課課税第二係　
　　　☎0267－63－3138　
　　　　 zei-toshin@pref.nagano.lg.jp
　　　HP http://www.pref.nagano.lg.jp/zeimu/kurashi/　
　　　　  kenze/aramashi/aramashi/fudosan/index.html

○日時／５月26日（日）午前９時～午後５時
○場所／中央公民館
○参加費／会員1,000円
　　　　　一般1,500円（女性、高校生以下500円）
　　　　※賞品多数あり。昼食は用意します。
●問／囲碁部長（寺島）☎62－2919

　認知症は高齢者に多い病気ですが、年齢が若くても発症
することがあり、65歳未満で発症した場合は「若年性認知
症」とされます。
〇相談窓口／若年性認知症コールセンター（委託先：NPO法

人長野県宅老所・グループホーム連絡会）
〇受付時間／月・水・金曜日の午後１時から午後８時
　　　　　　（祝日も受付、年末年始を除く）
〇相談内容／若年性認知症に関してお悩みや不安を抱えて

いる方、またはそのご家族等へ必要な支援制
度やサービス等のご紹介、関係機関との連絡
調整等の支援を行います（相談内容は秘密を
厳守します）。

〇その他／相談は無料ですが、通話料がかかります。
●問／若年性認知症コールセンター　☎23－7830

○日時／説明会：５月22日（水）午前10時～午前11時
　　　　講　座：５月23日（木）、24日（金）、27日（月）、
　　　　　　　　28日（火）、29日（水）
　　　　　　　　いずれも午前10時～正午
○対象／15歳～39歳の求職者
○場所／若者サポートステーション・シナノ（上田市大手２－３－４）
○内容／①Word2016　②Excel2016の基本/応用操作
○定員／６名
○申し込み／電話でお申し込みください。（先着順）
●　　・問／若者サポートステーション・シナノ　☎75－2383

〇内容／県では、結婚を希望する方の婚活を支援するため
「出会いの相談や仲介」等をボランティアとして
行っていただくサポーターを募集しています。

〇応募要件／県内在住の20歳以上の方
〇活動内容／結婚に関する相談・仲介、イベント情報等の

提供、県事業の啓発、事業協力等
〇その他／講習会を受講後、認定証を交付
●　　・問／長野県婚活支援センター　☎026－235－7373

自衛官等募集

第16回　市長杯囲碁大会

第24回  香東会書展

不動産取得税についてのお知らせ

若年性認知症についてのご相談

若者UPプロジェクト・パソコン講座募集

「婚活」を応援してみませんか
しあわせ信州婚活サポーター募集中！

      

 掲載をご希望の方は、希望掲載日（毎月１日・1６日）
の２カ月前までに下記へご連絡ください。ただし、市
の基準により掲載できない場合もあります。
●東御市企画振興部企画振興課 広報担当まで
　
　☎64－5806 Ⓕ63－5431

　shiho-tomi＠city.tomi.nagano.jp

申込

申込
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互
い
の
人
権
が
守
ら
れ
る
町

（162）

お
か
ざ
わ

け
ん
い
ち

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

岡
澤

　健
一

　

昨
年
12
月
の
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
市
民
の
集
い
」
の
清
水
ま
な
ぶ
さ
ん
の

講
演
で
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
た
温
泉
の
町
の
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
、
同
和
問
題
な
ど
の
人
権
に
関

す
る
仕
事
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、

歴
史
と
い
う
も
の
は
当
時
の
庶
民
の
営
み

の
中
に
真
実
が
あ
る
と
強
く
感
ず
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
庶
民
の
生
活
の

中
に
起
き
た
出
来
事
で
す
。

　

昭
和
の
初
め
、
光
明
学
校
と
い
う
日
本

で
唯
一
肢
体
不
自
由
の
子
ど
も
の
た
め
の

学
校
が
、
東
京
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
太

平
洋
戦
争
が
本
土
へ
も
影
響
が
出
て
く
る

と
、
大
都
市
の
学
童
疎
開
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
20
年
３
月
の
東
京

大
空
襲
の
後
で
も
、
体
の
不
自
由
な
子
ど

も
た
ち
は
役
に
立
た
な
い
と
い
う
考
え
か

ら
、
光
明
学
校
は
学
童
疎
開
の
対
象
外
で

し
た
が
、
校
長
先
生
の
努
力
で
や
っ
と
疎

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
場
所

が
、
上
山
田
温
泉
に
あ
る
上
山
田
ホ
テ
ル

で
す
。
既
に
３
万
６
千
人
以
上
も
受
け
入

れ
て
い
た
長
野
県
の
中
で
、
上
山
田
ホ
テ

ル
が
疎
開
を
受
け
入
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
許
可
を
し
た
軍
は
、
長
野
県

が
戦
場
に
な
っ
た
ら
、
障
が
い
児
を
処
分

す
る
よ
う
に
と
毒
薬
を
渡
し
た
と
い
い
ま

す
。
疎
開
か
ら
10
日
後
の
空
襲
で
学
校
が

燃
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
校
長
先
生
の
努
力
と
ホ
テ
ル
の
承
諾

は
、
子
ど
も
た
ち
の
人
生
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

終
戦
に
よ
り
学
童
疎
開
の
子
ど
も
た
ち

が
家
に
帰
っ
て
い
く
中
、
ホ
テ
ル
は
昭
和

24
年
ま
で
の
約
４
年
間
と
い
う
日
本
一
長

い
疎
開
期
間
、
宿
泊
客
を
一
切
と
ら
ず
に

子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
す
。
障
が
い
者
に

対
す
る
差
別
が
強
い
時
代
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
当
時
疎
開
を
し
て
い
た
方

が
、「
障
が
い
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見

の
多
か
っ
た
時
代
、
上
山
田
の
町
の
人
々

が
、
私
た
ち
を
温
か
い
気
持
ち
で
包
ん
で

く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
生
涯
忘
れ
て
は
い
け

な
い
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
心
の
眼
」
に
こ
の
出
来
事
を

書
か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
た
の
は
、

こ
の
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を

守
っ
た
と
い
う
事
実
を
お
伝
え
し
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
東
御
市
も
市
民
が
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
そ
こ
で
暮
ら
す

市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町

を
作
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感

覚
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
で
の
人
権
同

和
教
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
方
々
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
学
校
・
企
業
・
地
域
で

人
権
同
和
教
育
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
人
権
尊
重
の
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
こ
う
と
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

市
報
と
う
み
の
隔
月
連
載
「
心
の
眼
」
の

執
筆
も
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
人
権
同
和
教
育
指
導
委
員
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
７
月
１
日
（
月
）
～
７
月
18
日
（
木
）

◦
北
御
牧
地
区
（
畔
田
～
牧
ヶ
原
）

　
10
月
１
日
（
火
）
～
10
月
15
日
（
火
）

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
見
直
さ
れ
て
き

た
部
落
の
歴
史
・
差
別
の
源
流
」
で
す
が
、

と
て
も
大
切
な
人
権
同
和
教
育
の
要
と
な

る
と
こ
ろ
で
す
。
小
中
学
校
の
歴
史
教
科

書
の
内
容
が
、
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
の

で
も
う
一
度
学
び
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

部
落
差
別
の
歴
史
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と

は
、
様
々
な
人
権
問
題
を
考
え
る
た
め
の

基
礎
を
築
く
大
切
な
機
会
で
す
。
大
勢
の

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
二
年
間
で
市
内
全
区
の
公
民

館
を
巡
回
し
て
、
地
域
で
の
人
権
啓
発
学

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
開

催
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
（
変
更
の
場

合
あ
り
）。

◦
滋
野
地
区

　
６
月
17
日
（
月
）
～
６
月
28
日
（
金
）

◦
和
地
区 赤あ

か

堀ほ
り　

峰み
ね

晴は
る

大お
お

居い　

壽す

美み

子こ

岡お
か

澤ざ
わ　

健け
ん

一い
ち

廣ひ
ろ

田た　

敦あ
つ

弘ひ
ろ

眞ま

壁か
べ　

善よ
し

之ゆ
き

町ま
ち

田だ　

勝ま
さ
る

柳や
な
ぎ

沢さ
わ　

富ふ

美み

子こ

依よ

田だ　

修し
ゅ
う

子こ

●
問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
同
和
政
策
課
　
人
権
同
和
政
策
係

　
☎
64

－

５
９
０
２

●
今
ま
で
学
ん
で
き
た
身
分
制
度
は
、

ま
ち
が
っ
た
知
識
で
あ
っ
た
事
や

「
け
が
れ
」
を
取
り
去
る
人
達
の
役

割
な
ど
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
方
が
真
実
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
差
別
の
な
い
世
の
中
に

な
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。（
40

歳
代
）

●
時
間
が
た
つ
と
勉
強
を
し
て
も
忘
れ

か
け
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
学
習
会
を
行
な
っ
て
い

た
だ
く
事
に
よ
り
、
よ
り
忘
れ
に
く

く
な
り
定
着
す
る
事
が
で
き
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
し
た
。（
40
歳
代
）

昨
年
度
の
参
加
者
の
声

人
権
同
和
教
育
指
導

委
員
を
紹
介
し
ま
す
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●
東
御
市
交
番

　
竹た

け

内う
ち

　
利と

し

行ゆ
き

　
所
長

●
東
御
消
防
署
（
署
員
27
名
）

　
武む

舎し
ゃ

　
德の

り

夫お

　
署
長

◦
庶
務
係

　
川か

わ

口ぐ
ち

　
眞ま

廣ひ
ろ

　
副
署
長
兼
係
長

◦
予
防
係

　
春す

の

原は
ら

　
政ま

さ

則の
り

　
係
長

◦
警
防
担
当

　
小こ

山や
ま

　
　
建た

け
る

　
係
長

　
山や

ま

岸ぎ
し

　
大だ

い

輔す
け

　
係
長

◦
救
急
係

　
中な

か

村む
ら

　
文ふ

み

彦ひ
こ

　
副
署
長
兼
係
長

東
御
市
の
安
全
・
安
心
を
守
る

  

警
察
・
消
防
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

【
警
察
の
皆
さ
ん
】

【
消
防
の
皆
さ
ん
】

　
鈴す

ず

木き

　
倫み

ち

明あ
き

　
主
任

　
井い

の

上う
え

　
清せ

い

治じ

　
主
任

　
笹さ

さ

山や
ま

　
　
強つ

よ
し

　
主
任

　
坂さ

か

口ぐ
ち

　
岳た

け

士し

　
所
員

　
降ふ

り

旗は
た

　
隼し

ゅ
ん
や哉

　
所
員

　
唐か

ら

沢さ
わ

　
清せ

い

雅が

　
所
員

　
德と

く

永な
が

佐さ

和わ

子こ

　
所
員

　
臼う

す

井い

　
啓け

い

太た

　
所
員

　
岩い

わ

間ま

　
成し

げ

人と

　
相
談
員

●
八
重
原
駐
在
所

　
北き

た

村む
ら

　
　
優ゆ

う

　
主
任

●
大
日
向
駐
在
所

　
中な

か

山や
ま

　
　
秀す

ぐ
る

　
所
員

湯の丸高原スポーツ交流施設整備
進捗状況について

　陸上関係、宿泊施設の整備・改修が行われ、平成 30 年度は
約 5,200 泊のスポーツ合宿を受け入れました。現在整備中の
特設プールが完成する平成 31 年度は 10,500 泊を、令和２年
度は 14,000 泊の合宿受入れを見込んでいます。
　平成 30 年度からの特設プールの全体事業費約 12 億 9,900
万円のうち、本年度分約 8 億 9,000 万円の財源として企業版
ふるさと寄附金約 7 億 5,100 万円、個人版ふるさと寄附金約
9,300 万円、一般寄附金約 1,800 万円と国からの交付金等約
2,500 万円を見込むものです。
　4 月 13 日、中央公民館で湯の丸特設プール市民説明会を開
催しました。今後７月から各地区での「まちづくり懇談会」に
おいても、ご説明して参りますので、ご参加をよろしくお願い
します。

●問い合わせ先　文化・スポーツ振興課　スポーツ係　☎75 －1455

特設プール整備事業費の財源

平成30年度 約4億1,100万円寄付金
2億2,250万円

市債
1億6,380万円

基金　2,500万円

国庫支出金等
2,534万円

寄付金
8億6,206万円平成31年度 8億8,740万円

▲市民説明会のようす

（2019年5月）市報とうみ 18



平成31年度 各区の公民館事業等を運営していただく、
分館長の皆さんを紹介します

◎地区分館長会会長、○地区分館長会副会長　　 （敬称略）

◆
公
民
館
長

・
冨と

み

岡お
か

　
茂し

げ

樹き

（
中
央
公
民
館
）

◆
地
区
館
長
兼
社
会
教
育
指
導
員

・
射い

手て

　
幸こ

う

平へ
い

（
中
央
公
民
館
）

	

田
中
地
区
担
当

・
土つ

ち

屋や

　
一か

ず

夫お

	

（
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

	

滋
野
地
区
担
当

・
花は

な

岡お
か

　
敏と

し

道み
ち

（
祢
津
公
民
館
）

	

祢
津
地
区
担
当

・
齋さ

い

藤と
う

　
節せ

つ

夫お

	

（
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

	

和
地
区
担
当

・
柄か

ら

澤さ
わ

　
志し

津づ

子こ
（
北
御
牧
公
民
館
）

	

北
御
牧
地
区
担
当

◆
図
書
館
長

・
柳や

な
ぎ

澤さ
わ

　
利と

し

幸ゆ
き

◆
人
権
同
和
教
育
指
導
員

　
人
権
同
和
教
育
に
関
す
る
学

習
・
研
修
の
指
導
や
助
言
、
ま
た

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
柳や

な
ぎ

沢さ
わ

　
富ふ

美み

子こ

	

（
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

	

人
権
同
和
教
育
担
当

・
岡お

か

澤ざ
わ

　
健け

ん

一い
ち

	

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

	

人
権
同
和
教
育
担
当

◆
指
導
主
事

・
長な

が

岡お
か

　
秀ひ

で

幸ゆ
き

	

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

	

学
校
教
育
指
導
主
事
教
育
相
談
員

・
畑は

た

　だ田
　
一か

ず
み心

	

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

	

学
校
教
育
指
導
主
事
教
育
相
談
員

◆
行
政
相
談
委
員

　
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を

お
聴
き
し
、
そ
の
実
現
や
解
決
に

応
じ
て
い
ま
す
。

・
田た

口ぐ
ち

　
恒つ

ね

敏と
し

	

東
部
地
区
担
当

・
田た

丸ま
る

　
幸さ

ち

子こ

	

北
御
牧
地
区
担
当

◆
人
権
擁
護
委
員

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

人
権
侵
害
（
家
庭
内
や
近
所
で
の

困
り
ご
と
な
ど
）
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
栁や

な
ぎ

澤さ
わ

　
秀ひ

で

樹き

	

田
中
地
区
担
当

・
神こ

う

津づ

　
秀ひ

で

子こ

	

田
中
地
区
担
当

・
小お

川が

原わ
ら

　
千ち

賀か

枝え

	

滋
野
地
区
担
当

・
土つ

ち

屋や

　
哲て

つ

夫お

	

祢
津
地
区
担
当

・
山や

ま

丸ま
る

　
洋よ

う

子こ

	

和
地
区
担
当

・
荻お

ぎ

原は
ら

　
輝て

る

久ひ
さ

	

北
御
牧
地
区
担
当

・
荻お

ぎ

原は
ら

　
愼し

ん

一い
ち

郎ろ
う

	

北
御
牧
地
区
担
当

・
水み

ず

科し
な

　
た
つ
子

	

北
御
牧
地
区
担
当

分館名 氏　　　名

田　

中　

地　

区

加 沢 竹　内　恒　夫
常 田 宮　嶋　武　彦
田 中 射　手　幸　平

県 依　田　哲　郎
本 海 野 上　坂　　　好
西 海 野 ○小　林　和　恵
白 鳥 台 渋　谷　いつ子
城 ノ 前 ◎片　桐　英　貴

滋　

野　

地　

区

赤 岩 ○山　浦　利　男
片 羽 牛　山　廣　司
桜 井 寺　島　　　進
大 石 関　　　信　一
中 屋 敷 清　水　　　稔
別 府 小川原　有　子
原 口 ◎小野澤　幸　裕

聖 相　良　優　喜
乙 女 平 土　屋　善　男
王 子 平 千　野　　　静

祢
津
地
区

奈 良 原 吉　田　　　宏
横 堰 楢　原　美智彦
新 張 小　林　　　悟
出 場 花　岡　一　郎

分館名 氏　　　名

祢　

津　

地　

区

金 井 荻　原　伸　幸
新 屋 若　林　淳　一
東 町 小　山　英　明
西 宮 土　屋　慶　彦
滝 の 沢 齊　藤　茂　彦
姫 子 沢 船　田　正　明
祢 津 南 ◎西　川　好　文
伊 勢 原 ○大　村　敏　明

和　

地　

区

東 上 田 大　島　光　典
田 沢 稲　垣　陽　一
大 川 横　関　茂　人
栗 林 川　崎　敬　一
海 善 寺 福　島　浩　記
曽 根 荒　井　昌　幸
海善寺北 湯　田　義　春
東 深 井 清　水　賢　一
西 深 井 堀　内　善　文
東 入 竹　内　良　久
西 入 関　　　和　友
日向が丘 ○竜　野　　　豊
寺 坂 氷　熊　雄　二

睦 ◎小　林　真喜子

分館名 氏　　　名

北　

御　

牧　

地　

区

上八重原 丸　山　　　厚
田 楽 平 ○吉　田　國　男
中八重原 栁　沢　大　作
下八重原 調　整　中
芸術むら 鈴　木　敏　之
白 樺 白　澤　慶　樹
切 久 保 吉　池　　　淳
八 反 田 比田井　尚　良
本下之城 小宮山　勝　之
田 之 尻 井　出　和　正

宮 神　林　恒　雄
畔 田 小　林　貴　伸
御牧原南部 佐々木　秀　一
御牧原北部 掛　川　義　幸
布 下 青　木　　　隆
常 満 堀　合　明　美
島 川 原 ◎渡　辺　善　成
大 日 向 内　川　　　昇
光 ケ 丘 小　泉　静　男
羽 毛 山 尾　崎　祐　浩
牧 ケ 原 直　井　美枝子

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

生
涯
学
習
、教
育
等
の
推
進
や
行
政
、人
権
等
に

関
す
る
相
談
を
行
う
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
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ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

「
モ
ル
ド
バ
」に
つ
い
て
知
ろ
う
！
❹

～
モ
ル
ド
バ
は
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
相
手
国
で
す
～

　

2
月
24
日
、
東
御
市
国
際
友
好
協
会
主

催
に
よ
る
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
東
京
・
自
由
が
丘
で
モ
ル
ド

バ
の
食
材
を
扱
う
お
店「
モ
ル
ド
バ
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
経
営
す
る
グ
ラ
デ
ュ
ン
・
ア

ン
ジ
ェ
ラ
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
本
場
の
モ

ル
ド
バ
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ジ
ェ
ラ
さ
ん
は
「
日
本
の
料
理
と

は
異
な
る
が
、
身
近
な
食
材
で
も
作
れ
る

の
で
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
日
本
の

よ
う
に
多
く
の
調
味
料
を
使
わ
な
い
分
、

素
材
の
味
が
生
か
さ
れ
て
い
る
」「
今
回

を
機
に
モ
ル
ド
バ
と
い
う
国
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
大
変
好
評
で
し
た
。

①
豚
肉
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
3
～
4
㎝
角
ほ
ど

の
大
き
め
サ
イ
ズ
に
切
り
、
塩
コ
シ
ョ

ウ
で
下
味
を
つ
け
る
。

②
た
ま
ね
ぎ
を
大
き
め
の
角
切
り
に
す
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン

を
熱
し
、
豚

肉
と
た
ま
ね

ぎ
を
入
れ
る
。

④
た
ま
ね
ぎ
か

ら
出
て
き
た

煮
汁
で
豚
肉

を
煮
る
よ
う

に
、
弱
火
で

炒
め
る
。

　

4
月
11
日
、「
ワ
イ
ン
＆
ビ
ア
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
湯
楽
里
館
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
施
設
内
で
は
東
御
ワ
イ
ン
が
味
わ

え
る
ほ
か
、
モ
ル
ド
バ
ワ
イ
ン
も
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
モ
ル
ド
バ
な
ら
で
は

の
土
着
品
種
の
ワ
イ
ン
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ト
カ
ナ
の
ク
イ
ッ
ク
レ
シ
ピ

モ
ル
ド
バ
ワ
イ
ン
が

市
内
で
楽
し
め
ま
す

モ
ル
ド
バ
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た

◦
マ
マ
リ
ガ
（
と
う
も
ろ
こ
し
の
粉

を
使
っ
た
代
表
的
な
主
食
）

◦
ト
カ
ナ
（
豚
肉
と
玉
ね
ぎ
の
炒
め

物
）

◦
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
サ
ラ
ダ

◦
ザ
マ
（
モ
ル
ド
バ
の
伝
統
的
ス
ー

プ
）

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー

　毎年４月に市内各保育園、小中学校では、交通安全
教室を開催しています。
　この教室は年度の切り替わりにあたり、交通ルール
などについて学ぶことで、子どもたちが安全に過ごし、
交通事故に遭わないため、各地区交通指導員や関係者
の皆さまの協力を得ながら、毎年行なわれています。
　４月15日には、田中小学校で交通安全教室が開催
され、実際に道路を歩いて、横断歩道の渡り方を学び
ました。

　４月10日、市内各小学校で、新 1 年生にとって待
ちに待った給食が始まりました。
　給食室からそれぞれのクラスへ給食を運び、自分た
ちで盛りつけを行いました。
　先生から箸の持ち方や、食器の置く位置などを教え
てもらい食べる準備は万全。
　大きな声で「いただきます」のあいさつをした後、
教室には「おいしい！」という声が響き、みんなの笑
顔が輝いていました。

みんなで食べるとおいしいね！
小学校初給食

しっかり手を挙げて渡ろう
交通安全教室開催

▲交通安全教室のようす ▲田中小学校1年1組

ザマママリガ

トカナ
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1歳の誕生日おめでとう！
（5月生まれ）とうみっ子!!す す 育

く く て

　住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・
TEL・コメント50字程度を添えて、shiho-tomi@city.
tomi.nagano.jpへメールいただくか、現像した写真（う
らに氏名を記入）を企画振興課広報担当までお送りくださ
い。締め切りは、5月8日（水）必着。※原則、毎月８日が締
め切りとなります。

（対象者 6 月生まれの １
●

 歳）☆募集します！！☆

春
すの

原
はら

　香
か

乃
の

ちゃん（田中）
（H30.5.1生）

高
たか

藤
とう

　咲
しょうた

太くん（本海野）
（H30.5.28生）

小
こばやし

林　祐
ゆう

奈
な

ちゃん（本海野）
（H30.5.13生）

山
やま

﨑
ざき

　和
のどか

ちゃん（県）
（H30.5.13生）

滝
たき

沢
ざわ

　梨
り

々
り

華
か

ちゃん（大川）
（H30.5.16生）

わが家のアイドルかのたん。
誕生日おめでとう♥
家族みんながかのたんに和まされ
ています。
ありがとう♥

１歳のお誕生日おめでとう♥
いつもいっぱいの笑顔、たくさんの
しあわせをありがとうねー

にこにこ笑顔が素敵なゆうな♥
これからもたくさん笑って、素敵な
人生を歩んでね！！

のんちゃん１歳の誕生日おめでと
う！
すくすく元気に育ってくれてありが
とう。
これからも家族皆でたくさん笑って
いようね。

りっちゃん１歳のお誕生日おめでと
う！
ニコニコ笑顔のりっちゃんに毎日沢
山の癒しをもらっているよ。
元気いっぱいすくすくと育ってね♥
大好きよ♥

▲祢津小学校

▲滋野小学校

▲滋野保育園

▲北御牧中学校

ご
入
園
・ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
２
日
、
市
立
保
育
園
で
入
園
式
が
行
わ
れ
、
１
９
０
名
が
入
園
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
４
日
午
前
に
は
市
内
各
小
学
校
、
午
後
に
は
市
内
各
中
学
校
で
入
学
式
が

行
わ
れ
、
小
学
校
２
５
１
名
、
中
学
校
２
７
０
名
が
新
た
に
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
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地
域

おこ
し協力隊が行

く！

Vol.24

May 2019

みんなの、30年度の取り組み（❶）と31年度の目標（❷）

平成30年度地域おこし協力隊員活動報告会で、1年間の成果を発表しました

和田寛子さん❶ワイン＆ビアミュー
ジアムの運営準備、フード＆ワイン
ジャーナリスト鹿取みゆきさんによ
る研修❷ワイン振興の活性化・ワ
イン関係者の方 と々のコミュニケー
ション強化・スムーズな施設運営の
ための機能改善
大久保真平さん❶受注型企画旅行
の提案、観光案内等に関する業務
❷ワインをはじめ東御市の魅力を
観光プロモーションで発信
上薗美千代さん❶スポーツイベン
ト、身体教育医学研究所「里山探検
活動」に参加。東御市スポーツ推進
計画策定へのかかわり。スポーツ・
教育に関する会議、講演会への参
加❷総合型地域スポーツクラブ設
立に向けての準備、協力隊コラボ事
業
水間源さん❶湯の丸スポーツ交流

3月のfacebook反響ランキング
「週末どうする？って時
は、このガイドブック」

（3月10日）→東御市
雇用創造協議会（3月末
で解散）が、新しく発行
した東御のガイドブッ
ク2冊の紹介。

「もう行った人もまだの
人も最終日は絶対行か
なきゃ」（3月21日）→
海野宿ひなまつり最終
日（3月24日）のイベン
トの紹介。

「最後の給食はちょっと
豪華」（3月17日）→滋
野小学校6年生の小学
校最後の給食シーンを
紹介。写真はお代わり
のエビフライを賭けた
じゃんけん。

施設（特設プール）への運営等。（選
手誘致計画書作成、湯の丸スポー
ツコミッションへのかかわり、各方
面へのあいさつと寄付金のお願い）
❷冬季合宿運用に向けた準備。
山本佳子さん❶東御市facebook
更新、市報のページ制作、FMとう
みパーソナリティ❷ためになった
り、クスッと笑えたり、身近なあの人
が登場したり、行政のお知らせを紹
介したり、幅広い内容のfacebook。

「取材に来て！」にも即対応！
神﨑遥香さん❶天空の芸術祭運
営・事務。Life is Art展で、市内全
域の小中学生の作品を展示、旧東
部町からの来場が前年比で大幅増。
鋳金などものづくりワークショップ
を4回実施❷芸術祭の体制見直し。
運営の効率化で、ワークショップを
充実させる

和田寛子（観光
地域づくり支援）
2月着任の新隊員

田丸基廣
副市長

大久保真平（観光地域づ
くり支援）H29.10月～

上薗美千代（スポーツ
振興支援）H30.4月～

水間源（スポーツ振興支
援）2月着任の新隊員

山本恵子（観光地域づ
くり支援）H30.4月～

山本佳子（地域情報発
信支援）H29.4月～

福田明日実（観光地域
づくり支援）3月末で卒業

菊地夏代（中心市街地
活性化支援）3月末で卒業

神﨑遥香（地域づくり
活動支援）H30.4月～

花岡利夫
市長

小山隆文
教育長
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地
域
づ
く
り
通
信
2019年
5月号

　

３
月
21
日
、
北
御
牧
庁
舎
市
民
交
流
サ

ロ
ン
で
サ
ロ
ン
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

約
40
人
が
参
加
し
、
長
野
県
職
員
で
大

日
向
在
住
の
渡わ

た

邉な
べ

卓た
か

志し

さ
ん
を
お
迎
え
し

「
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
北
御
牧
地
区

に
つ
い
て
」
を
演
題
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　

講
演
の
中
で
、
特
段
の
政
策
を
講
じ
な

い
場
合
、
2
0
4
0
年
に
は
長
野
県
の

行
政
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
も
っ
と

サ
ロ
ン
講
演
会
～
学
び
と

自
治
の
力
で
ひ
ら
く
新
時
代
～

御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷

　
　
　
　 

づ
く
り
協
議
会

　

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
で
は
、
3
月
24

日
に
青
少
年
育
成
部
会
に
よ
る
、
年
度
最

後
の
事
業
「
第
三
回
ふ
れ
あ
い
子
供
塾
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
小
学

校
体
育
館
を
利
用
し
て
、
滋
野
小
学
校
の

児
童
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
44
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
18
名
の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
元
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き

宿
題
を
し
ま
し
た
。
宿
題
の
無
い
児
童

は
、
将
棋
・
囲
碁
・
オ
セ
ロ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
育
成
会
の
人
達
と
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
お
昼
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

カ
レ
ー
と
サ
ラ
ダ
・
唐
揚
げ
を
作
っ
て
も

ら
い
、
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
体
育
館
に
移
動
し
て
ボ
ッ

チ
ャ
を
地
域
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
行
い
ま

し
た
。

　

夕
方
5
時
ま
で
み
ん
な
で
楽
し
く
春
休

み
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

　

☎
71

－

７
５
８
１

第
三
回
ふ
れ
あ
い
子
供
塾

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

危
機
感
を
持
っ
て
人
口
減
少
対
策
を
行

な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
後
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形

式
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
参

加
者
個
人
の
意
見
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

飲
み
物
や
お
菓
子
も
用
意
し
て
、
少
人
数

で
語
り
合
う
雰
囲
気
が
と
て
も
よ
か
っ
た

で
す
。

　

今
後
も
市
民
交
流
サ
ロ
ン
で
は
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会

　

☎
67

－

１
０
１
０
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まるごと生活百科

国 民 年 金 アドバイス ワンポイントメモ税

5月の納税 （納期限 5月31日）

・軽自動車税（全期）

　各納期限までに市指定の金融機関等の窓口か、市役所本庁
舎内の信州うえだ農協東御市役所内出張所、または市役所本
庁舎1階税務課収税管理係で納付していただく方法です。

　指定日に口座から引き落とす方法です。ご利用いただける
のは、次の市指定金融機関です。
●信州うえだ農業協同組合●八十二銀行●佐久浅間農業協同
組合●上田信用金庫●三井住友銀行●長野県信用組合●長野
銀行●長野県労働金庫●ゆうちょ銀行
　口座振替を希望される方は、市役所税務課または各金融機
関窓口で、金融機関届出印と通帳をご持参のうえお申し込み
ください。
　登録には金融機関による確認が必要なため、納期限の一カ
月前までには申し込みをお願いします。納期限が近いものは、
現金で納めていただくことになります。

　バーコードが印刷された納付書については、コンビニエン
スストア（以下「コンビニ」という。）で市税の納付が可能です。
ただし、金額を訂正した場合や合計額が30万円を超える場
合、「コンビニ取扱期限」を過ぎた場合はコンビニでは納付
できませんのでご注意ください。

市税の納付方法はどのような方法がありますか。Q
下記の3つの方法があります。A

１  金融機関等の窓口での納付

2  口座振替

3  コンビニエンスストアでの納付

※市指定の金融機関以外の銀行等でも納付することはできますが、手
数料がかかる場合があります。

※市税の各納期限については、市報とうみ4月号に掲載してあります。

●問い合わせ先　税務課　収税管理係　☎62－ 1111

　将来、より多くの年金を受け取りたい方のための制度です。
毎月の国民年金保険料（令和元年度は月額16,410円）に付
加保険料をプラスして納めることで、老齢基礎年金に付加年
金が上乗せされます。

　月額　400円

　国民年金の第1号被保険者または任意加入被保険者の方

　付加年金額は、年額「200円×付加保険料納付月数」です。
付加保険料を納めた分は、2年間の受給で元がとれる計算と
なります。

⃝納付は、申し込んだ月分からとなります。
⃝納期限は、翌月末と定められています。
⃝納付を止めたい場合は、付加保険料納付辞退申出書の提出

が必要となります。

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75－8810

付加保険料を納付して
年金を増やしませんか

付加保険料とは

付加保険料の額

納めることができる方

受け取れる付加年金額は？

付加保険料の注意事項

※国民年金保険料の免除または納付猶予を受けている方、国民年金基
金に加入している方は、付加保険料を納めることはできません。

【例】 20歳から60歳までの40年間（480月）、
 付加保険料を納めていた場合の年金額

納める付加
保険料額

受け取れる
付加年金額

400円×480月＝192,000円

200円×480月
=96,000円

200円×480月
=96,000円

200円×480月
=96,000円

65歳 66歳 67歳 68歳

「マチイロ」「マイ広報紙」をご活用ください
　広報紙を電子書籍として、そのままの形で閲覧できる、ス
マホやタブレット端末専用アプリです。

【主な機能】
●最新号発行日にお知らせ
●気になる記事を切り抜いてアプリ内に

保存可能
●ページめくりや拡大・縮小が簡単

　広報紙を記事ごとに文字データ化して配信、パソコンやスマホ
などで読みたい記事だけを閲覧できるサイトです。

【主な機能】
●記事ごとに広報を読むことが可能
●気になる記事をキーワードで検索し、

まとめて閲覧
●ユーザ登録をすると、読みたい広報紙

やカテゴリーの記事をマイページで見
られる

※アプリ内に表示される広告は、東御市には一切関係ありません https：//mykoho.jp/

マチイロ マイ広報紙
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●問い合わせ先
　生活環境課　クリーンリサイクル係　☎63－6814

　５月と11月は北御牧地区、６月と来年１月は東部地区の
有害ごみの収集日です。下記の出し方をご確認ください。

有害ごみの出し方について

No.156
なるほど The ごみ (gomi)ご 芳 志

　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申し
上げます（平成31年３月に寄附をいただいたものです）。

〈企業版ふるさと寄附金〉
（東御市湯の丸高原魅力ジャンプ・アップ・プロジェクト）
・上田信用金庫　様（200万円）
・㈲あさかわ　様
・匿名　様（50万円）
・ルートインジャパン㈱　様（１億円）
・㈱ハビタット　様
・㈱塩沢産業　様
・㈱タイヨーエンジニヤ　様

〈一般寄附金〉
（湯の丸高原高地トレーニング施設整備事業に対する寄附）
・㈱荒井設備　代表取締役　荒井　浩正　様（50万円）
（市長に一任）
・櫻井　重長　様（20万円）
・㈲雷電くるみの里　代表取締役　栁澤　幸德　様
　（150万円）
・匿名　様（100万円）

〈物品〉
・日本マクドナルド㈱
　コミュニケーション＆ＣＲ本部　ＣＳＲ部
　総括マネージャー　高崎　明美　様　（安全笛）
・匿名（タブレット型パソコンiPad 35台　1,000,000円相当）

〈土地寄附〉
・地上式消火栓
・消火栓用格納箱一式（書房用65mmホース3本、管そう

1本、消火栓ハンドル1本含む）
・消火栓用地　土地：東御市常田伊勢原229番地18
　　　　　　　地目：公衆用道路
　　　　　　　面積：5.7㎡
　寄付者：栄光建設㈱様

　上記掲載については、同意をいただいた事項のみ掲載
しています。

●問い合わせ先
　企業版ふるさと寄附金　文化・スポーツ振興課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 75 － 1455
　一般寄附金　総務課　財政係　　　　☎ 64 － 5901
　物品について　総務課　契約財産係　☎ 64 － 5805
　土地寄付について　消防課　消防施設係　☎ 64 － 0119

※産業廃棄物（事業活動によって出た廃棄物で法で定められたもの）は、
市では処理できませんので、処理業者にご相談ください。

地区
出し方 東部地区

方 法
乾電池 ➡ コンテナに入れる
蛍光管 ➡ 箱に入れるかボール紙で包んでしばる
電球・体温計 ➡ 透明ポリ袋に入れる

出す日 ６月19日㈬／令和２年１月15日㈬

注
意
事
項

⃝乾電池は濡らさないように保管し、回収日
にコンテナに乾電池のみ入れてください。
電球等を一緒に入れないでください。

⃝蛍光管はできるだけまとめて、割れないよ
うにして出しましょう。

⃝携帯用バッテリー（ビデオカメラ、携帯電
話等）はお店にお返しください。

地区
出し方 北御牧地区

方 法

乾電池 ➡ 収集缶へ乾電池だけ入れる
蛍光管 ➡ ひもでしばり黄色収集コンテナへ
体温計・温度計 ➡ 割れないようにする
ライター ➡ ガスを抜いて青色収集コンテナへ

出す日 ５月20日㈪／11月18日㈪

注
意
事
項

⃝乾電池は濡らさないように保管し収集缶へ
入れてください。

⃝蛍光管はできるだけ割れないようにし収集
コンテナ（黄色）へ入れてください。

⃝電球、点灯管はもやせないごみへ。
⃝ライターは必ずガス抜きをして収集コンテ

ナ（青色）へ入れてください。

「マチイロ」「マイ広報紙」をご活用ください

※いずれも利用料は無料ですが、通信費は利用者負担となります

●問い合わせ先　企画振興課　広報統計係　☎64 －5806

　市では、紙とホームページの広報に加えて、より多くの方に読んでいただけるようにスマートフォ
ンやタブレット端末で『市報とうみ』を読むことができる行政情報アプリ「マチイロ」と自治体広
報紙インターネット配信サービス「マイ広報紙」を導入しています。
　市民の方はもちろん、市外の方も手軽に読むことができ、もっと身近に市報とうみを読むことが
できます。（平成 30 年４月１日号から閲覧できます）

市報とうみをもっと身近に
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ートピックスー　地域の話題

　₄月₁日、滋野の別府地区農業集落排水処理施設
の廃止に伴い、公共下水道への接続（供用開始式）
が行われました。
　市では、市内17カ所の処理施設で行なっていた
下水処理を₅施設へ計画的に統廃合する予定です。
　花岡市長は「公共下水道への接続により、農業集
落排水施設の老朽化への対応や、効率的な維持管理
と経営基盤の安定を図りたい」とし、施工業者から
受け取ったゲートハンドルで、公共下水道へのゲー
トを解放しました。

　新入団員は別室に集まり、消防署員と消防団幹部の指導
のもと、回れ右や敬礼などひとつひとつ入念に訓練に励ん
でいました。
　式典では、新体制での意気込みを交えた町田消防団長の
あいさつのあと、新入団員を代表して第₅分団第₁部の尾
山孝幸さんが「良心に従って、忠実に消防団活動をおこな
います」と力強く宣誓を行い、消防団員としての第一歩を
踏み出しました。

市内下水道処理計画
一歩目がスタート

▲団員宣誓をする尾山孝幸さん

▲新入団員の規律訓練

　₄月₂日より41の消防部を23の消防部へ統合し、新体制で
の活動をスタートさせた東御市消防団は、₄月₇日、市文化
会館で平成31年度東御市消防団任命式を行いました。
　消防団本部・各部の幹部や42名の新入団員を含む170名に
任命書が交付されました。
　式典に先がけ、各分団長指導のもと規律訓練を行い、消防
団活動に必要な所作を学びました。

　₄月₃日、海野宿にある滞在型交流施設「うんのわ」に
て、新たな指定管理者の長野県高齢者生活協同組合主催の
グランドオープン式典が行われました。
　この日から宿泊部門と喫茶部門の営業が始まり、₃月よ
りプレオープンしていたレストラン部門とあわせ、全館が
利用可能となりました。
　式典では、長野県高齢者生活協同組合の鈴木友子理事長
から、「地元に愛され必要とされる施設に成長していきた
い」とあいさつがあり、新生「うんのわ」の運営がスター
トしました。

東御市消防団
新体制での任命式

海野宿滞在型交流施設「うんのわ」が
新たなスタートを切りました

▲ゲートハンドルを受け取る花岡市長

▲あいさつをする鈴木友子理事長
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ートピックスー　地域の話題
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般
選
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（
東
御
市
選
挙
区
は
無
投
票

で
石
和
大
氏
が
当
選
）

　日帰り温泉施設「湯楽里館」₂階にワイン＆ビアミュージア
ムが完成し、₄月10日に竣工式が行われました。当施設は、東
御市産のワインや地ビールの新たな情報発信拠点として整備さ
れ、ワインや地ビールの試飲や東御市内ワイナリーなどの紹介
を行っています。
　式典で花岡市長は「ワイン＆ビアミュージアムを拠点に多く
の人がこの地に訪れてほしい」とあいさつ。
　ワイン＆ビアミュージアムは翌11日にオープンし、多くのお
客さまが展示エリアの鑑賞や、ワイン、地ビールの試飲を楽し
み、賑わいを見せています。

ワイン＆ビアミュージアム
オープン

　₄月13日、祢津地域づくりの会・西宮区・西宮活性化研究
委員会共催による「第13回祢津城山史跡さくらまつり」が開
催され、老若男女約70名の参加者が登山道を通って城山を登
りました。
　晴天に恵まれ絶好の行楽日和となったこの日は、例年より
早い開催のため桜はまだつぼみの状態でしたが、山頂に到着
した参加者は、眼下に広がる景色を眺めながら配られた花見
団子を頬張り、春のひと時を楽しみました。

春の訪れを感じる
祢津城山さくら祭り開催

で
き
ご
と
短
信

▲テープカットのようす

▲ちびっ子力士の一戦

▲山頂までもう少し！

　₄月13日、春の穏やかな陽気の中、和地区の春の恒例行事「和
子供相撲大会」（市商工会和支会主催）が和小学校で開催され
ました。
　未就園児や保育園児たちの泣き相撲やかわいらしい押し相撲
で会場を和ませた一方、小学校高学年の児童は大人顔負けの気
迫のこもった熱戦を繰り広げ、会場を大いに盛り上げました。
　ちびっ子力士の熱戦に地域の皆さんから大きな声援が飛び、
恒例行事を楽しみました。

ちびっ子力士が熱戦！
和子供相撲大会開催

市報とうみ（2019年5月）27



I・J・U
楽しんで
　ます！！
　東御市へ来た方、戻って
きた方から、選んだ理由や
魅力を紹介します。

とうみ

ぐらし

い

じゅ

う
市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ

市内交通事故統計 3月分
平成31年 3月31日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 8件 26件 − 2件

傷 　 者 9名 29名 − 12名

死者（注2） 0名 0名 ±0名

（注1）平成31年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝ 3月の火災・救急件数＝

火災 1件（ 2件）
救急 104件（326件）

※カッコ内は平成31年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（4月１日現在）

平成31年 3月 平成30年 3月

最高気温 22.6℃（20日） 23.8℃（29日）

最低気温 −4.8℃（09日） −4.0℃（03日）

平均気温 5.7℃　 6.7℃

降 水 量 60.0㎜ 20.0㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコ内は前月対比
資料:住民基本台帳 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡し、 
必ず消火のできる準備をしましょう。

市の身近な情報発信中
東御市フェイスブック

https://www.facebook.com/tomicity.sns

「いいね」で

東御の魅力
を

広めよう

世帯数
	12,068世帯（＋35）
総人口
	 30,168人（−32）
男	14,904人（− 9）
女	15,264人（−23）

転入	 202人
転出	 217人
出生	 11人
死亡	 30人
その他	2人増
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㈱
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令
和
元
年
5
月
1
日
発
行

編 集 後 記
　新年度が始まり入学・入社など
により新しい生活が始まった方も
多いのではないでしょうか。
　私もこの 4月から広報担当と
なり新しいスタートを迎えた一人
です。
　これから様々な場所でお会いす
る機会があると思いますが、その
時はよろしくお願いします。
	 （市報担当　上野）

今
月
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
管
理
人
の
臼
井

美
和
さ
ん
に
東
御
市
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。
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〜

　
長
野
市
の
山
間
地
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
小
学

校
は
分
校
で
、
全
校
生
徒
は
48
名
。
現
在
は
廃
校
と

な
り
、
病
院
も
商
店
す
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
子
供

の
頃
は
、
便
利
で
華
や
か
な
都
会
で
暮
ら
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
４
年
間
、
長
野
県
を
離

れ
都
市
部
や
海
外
で
暮
ら
し
た
り
し
ま
し
た
。
就
職

活
動
を
し
よ
う
と
し
た
時
ふ
と
、
通
勤
電
車
に
毎
日

乗
れ
る
か
な
と
不
安
に
な
り
、
や
っ
ぱ
り
長
野
に
帰

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
、
千
葉
県
出

身
の
夫
と
１
歳
の
娘
と
東
御
に
移
住
し
ま
し
た
。
通

勤
は
い
つ
も
自
転
車
か
徒
歩
で
毎
日
快
適
で
す
。
ご

近
所
の
方
に
も
恵
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
助
け
て
頂
き
、

不
安
に
思
う
こ
と
な
く
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
朝
、
顔
を
合
わ
せ
る
と
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
う
暮
ら
し
が
好
き
で
す
。

　
現
在
は
、
東
御
市
移
住
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一

人
と
し
て
移
住
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
性
が
光

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

活
か
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
私
は
ご
近
所
付
き
合
い
や
住
民
自

治
組
織
の
役
割
、
子
供
の
教
育
や
医
療
な
ど
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
の
役
員
も
積

極
的
に
参
加
し
現
状
を
知
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
運
営
し
て
い
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
え
べ
や

で
は
、
移
住
を
本
格
的
に
考
え
る
前
段
階
の
方
へ
の

相
談
も
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
都
市
部
の

I
T
人
材
の
拠
点
開
設
の
相
談
だ
っ
た
り
、
な
ん

と
な
く
東
信
が
好
き
だ
け
ど
ど
こ
に
住
む
か
迷
っ
て

い
る
と
い
う
相
談
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
最
近
は
、U・

J
タ
ー
ン
す
る
若
者
も
増
え
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

の
豊
か
な
自
然
の
中
で
自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。
今
後

も
、
東
御
に
住
む
わ
た
し
た
ち
が
、
自
分
ら
し
く
心

地
よ
く
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
発
信
し
、
潜
在
的
な

移
住
希
望
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
で
す
。
え
べ
や

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報
発
信
を
続
け
る
と
と
も

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
も
お
受
け
で
き
る
よ
う

に
整
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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次
号
は
、
市
内
の
大
塚
歯
科
医
院
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
大
塚
傑
さ
ん
で
す
。

臼
うす
井
い
　美

み
和
わ

さん
（常田）

出身地：	長野市　Jターン

とうみの好きな所は？Q


